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要約 

 
 私の前任校である丹原東中学校は，平成２３年度に愛媛県教育委員会「英語コミュニケ

ーション能力育成事業」の指定を「東予推進ブロック」として受け，小・中学校が連携し

て英語コミュニケーション能力を育成するためにはどうすればよいかということについて

の研究実践を行った。本稿では，西条市が取り組んでいる「小中連携事業」と，「英語コ

ミュニケーション能力育成事業」での学びから，今後の小中連携のあり方について考えた。 
 

（キーワード：小中連携，英語コミュニケーション能力育成事業，小学校外国語科） 
 

１．西条市，丹原東中学校について 
 
 西条市は石鎚山のふもとに位置し，市

街地では「うちぬきの水」などが有名で

ある。市街地から少し離れたところに，

田園風景の広がる旧丹原町がある。旧丹

原町は，あたご柿や，四国別格二十霊場

のひとつである西山興隆寺などで有名で

ある。 
 西条市立丹原東中学校は，この旧丹原

町にある公立中学校である。丹原東中学

校は，近隣４つの小学校から生徒が入学

してくる中学校で，各学年３クラスずつ，全校生徒３００名程度の中学校である（図１）。

「心豊かにたくましく生きる生徒の育成」を教育目標として掲げ，「勤労」「自律」「礼

儀」を校訓として定めている。 
 
 
 

図１ 中学校区図 
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３．平成２３年度「英語コミュニケーション能力育成事業」について 
 
  愛媛県教育委員会では，

平成２３年度小学校，平成２

４年度中学校で全面実施とな

った新学習指導要領における

教育内容改善のポイントの一

つ「外国語教育の充実」に向

けて，平成２３年度から「英

語コミュニケーション能力育

成事業」を実施している（図

３）。平成２３・２４年度は，

小・中学校が連携して英語コ

ミュニケーション能力を育成

するために，同一中学校区に

ある小・中学校を研究指定校

とする推進ブロックを県内に

３ブロック指定し，指導の在り方，評価の在り方，小中連携カリキュラムの研究などにつ

いて研究した。丹原東中学校は，東予推進ブロックの一員としてこの事業に参加した。 
 本事業の一環として行った公開授業に参加した生徒は，新学習指導要領が小学校で先行

実施されていたため，５・６年生時に小学校の外国語活動を経験してきた生徒であった。

当時，小学校で使われていた教材は『Hi,friends!』ではなく，『英語ノート』である。小

学校で英語を勉強してきた子どもたちは，コミュニケーション活動，つまり言語活動に積

極的，あるいは物怖じしない子どもたちだという印象を受けた。ただし，文字指導につい

ては全く行われていなかった。当時，小学校では文字指導は行ってはいけない，という意

見が大半を占めていた。 
 

４．先進校視察について 
 
（１）京都市立広沢小学校について 
 英語コミュニケーション能力育成事業の一環として，京都の先進校に視察に行かせてい

ただいたので，報告させていただく。視察に行かせていただいたのは，京都市立広沢小学

校と，京都教育大学附属京都小中学校のふたつである。 
 京都市立広沢小学校は，京都駅から電車で１５分ほどの閑静な住宅街にあり，各学年２，

３クラスずつの中規模の小学校である。平成１５年から，『英語ノート』の開発にも携わ

ったという京都市教育委員会の指導主事であった方の助言を受けながら研究を進めており，

当時すでに９年間の研究実践の積み重ねがあるとのことだった。 
 地域の助成により永住しているＡＬＴと，京都市委託のＡＬＴが勤務しており，全学年

を対象とした独自カリキュラムを行っておられた。 
 平成２３年当時，小学校での外国語活動では文字指導を行わない，という雰囲気があっ

たが，広沢小学校では低学年から絵カードに文字も添えて，文字があるということに気付

図３ 英語コミュニケーション能力育成事業について 

２．西条市小中連携教育推進事業について 
 
 西条市では「小中連携

教育推進事業」を行って

いる（図２）。内訳は「中

学校区別懇談会」「連携

年間計画の作成と実践」

「授業参観」「出前授業」

「仮入学」「行事交流」

「部活動体験」などであ

る。小中のギャップを埋

め，小学校から中学校へ

の円滑な連携を促してい

る。 
 「中学校区別懇談会」

では，公民館に集まり，

生徒指導，ユニバーサル

デザインなどのテーマで分科会を行ったりしてきた。また，この「小中連携教育推進事業」

に加えて，人権・同和教育のための小学校教員・中学校教員・地域住民の地区別懇談会と

いった交流もある。 
 「出前授業」や「仮入学」は，中学校教員が小学生に中学校の授業を体験してもらう機

会を提供するものだ。 
 本稿で後述するように，「英語コミュニケーション能力育成事業」において，英語の出

前授業を行ったが，西条市には元来，英語だけには限られない小中連携の幅広い枠組みが

ある。今までも，国数理社などの教科は，特にこのような「小中連携教育推進事業」の枠

組みの中で，出前授業などを行ってきた。 
 このように，「小中連携教育推進事業」を行っていくに従い，小・中学校教員の意識の

違いが見えてきた。例えば部活動のあるなし，教科における教えるべき基礎についての見

解の不一致，学習習慣・学習姿勢に関する意識の違い，生徒指導における指導の違いなど

である。 
 これら，小・中学校教員の意識の違いについて，今後いかにすり合わせ，小・中のギャ

ップをなくしていくかが今後の課題であり，小中連携を行う意義である。今後，小学校で

外国語が教科化される際には，ますます小中連携が求められるであろう。その際，小中連

携がますます加速し，児童・生徒にとって，学びをよりスムーズに継続しやすい環境にな

ることが求められている。 
 しかし，日々多忙な教員にとって，ますます負担が増える小中連携を行うことは容易で

はない。以前から言われている，教員の雑務の軽減，教員の絶対数の増員などを達成する

とともに，学校をあげて小中連携の時間を確保し，効率的に連携を図ることが必要である。 
 
 
 

図２ 西条市小中連携教育推進事業について 
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３．平成２３年度「英語コミュニケーション能力育成事業」について 
 
  愛媛県教育委員会では，

平成２３年度小学校，平成２

４年度中学校で全面実施とな

った新学習指導要領における

教育内容改善のポイントの一
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ては全く行われていなかった。当時，小学校では文字指導は行ってはいけない，という意

見が大半を占めていた。 
 

４．先進校視察について 
 
（１）京都市立広沢小学校について 
 英語コミュニケーション能力育成事業の一環として，京都の先進校に視察に行かせてい

ただいたので，報告させていただく。視察に行かせていただいたのは，京都市立広沢小学

校と，京都教育大学附属京都小中学校のふたつである。 
 京都市立広沢小学校は，京都駅から電車で１５分ほどの閑静な住宅街にあり，各学年２，

３クラスずつの中規模の小学校である。平成１５年から，『英語ノート』の開発にも携わ

ったという京都市教育委員会の指導主事であった方の助言を受けながら研究を進めており，

当時すでに９年間の研究実践の積み重ねがあるとのことだった。 
 地域の助成により永住しているＡＬＴと，京都市委託のＡＬＴが勤務しており，全学年

を対象とした独自カリキュラムを行っておられた。 
 平成２３年当時，小学校での外国語活動では文字指導を行わない，という雰囲気があっ

たが，広沢小学校では低学年から絵カードに文字も添えて，文字があるということに気付

図３ 英語コミュニケーション能力育成事業について 
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（２）京都教育大学附属京都小中学校について 
 京都教育大学附属京都小中学校は小中一貫の学校のため，小中９年間を４年・３年・２

年にわけたカリキュラムを実施し，英検突破コースや英会話強化コースなどの特別コース

の授業を行っていた。 
 ２００９年度（平成２１年度）に文部科学省「英語教育改善のための調査研究事業」第

３型の３年間研究を指定され，その３年目に当たる年だった。 
 京都小中学校では，英語の絵本，読み物指導に力を入れていた。それぞれの本に丸いシ

ールを貼り，独自にレベル分けし，レベル別にかごに入れていた。これらを読み，レポー

トを書くような課題も行っているそうだ（図６）。 
 京都小中学校で

は，中等部で職員

室が同じため，中

学校の英語の教員

が，英語専科とし

て小学校高学年の

授業を担当するこ

とができるという

ことだった。この

おかげで，生徒の

情報交換も容易と

なったそうだ。こ

のため，アンケー

トで「小学校英語

と中学校英語は全

然違う」という解

答が激減した，と

おっしゃってい

た。 
 

５．英語出前授業について 
 
 「英語コミュニケーション能力育成事業」では，丹原東中学校区の４小学校に出向いて，

出前授業を行った。これは，普段の学校勤務の中では難しい，「英語コミュニケーション

能力育成事業」がなければなかなか実現しない取り組みだった。 
 授業内容については，まず小学校で毎回行っているウォーミングアップを小学校の先生

に行っていただいた。絵本の読み聞かせ，リズム体操，英語の歌などさまざまだった。 
 次に，日付，曜日，天気を答える会話活動を行い，その頃行っていた「道案内の活動」

で覚えた建物を使ったビンゴを行った。子どもたちは日本語で書き，私は英語で読み上げ

てビンゴをした。 

図６ レベル分けされた本 

かせていく，という指導を行っていた。 
 ６年生になると，最後の数時間はアルファベットビンゴや，『英語ノート』に「書く」

練習をするなど，英語を

「書く」ということを，中

学校入学前に指導されてい

た。 
 黒板には，特別支援の視

点から取り入れた活動予定，

授業のお品書きが掲示して

あった。この授業のお品書

きも含め，広沢小学校では，

授業に必要なものを一式，

「授業箱」に入れて管理し

ていた。この箱を活用する

ことにより，どの教員が，

どのＡＬＴと授業をしても

効率良く外国語活動が行え

るようにされていた（図

４）。 
 授業箱の中のひとつには，６年生がアルファベットを並べ替えて人の名前にしたり，グ

リーティングカードを作ったりするミッションゲームの掲示などが入っており，どのよう

に取り組んだのかがわかりやすく整理されていた（図５）。 
 広沢小学校の先生が，

「外国語活動はコミュニケ

ーションのための大切な時

間だ」とおっしゃっていた

のが印象的だった。当時は

東日本大震災が起きたすぐ

次の年度であったが，福島

から転校してきた低学年の

児童が，教科書や進度など

の違う他の教科と違い，外

国語活動の時間は楽しく活

動し，みるみる周りの児童

と友達になっていったとい

うことである。外国語活動

の時間は，言語学習の時間

でもあるが，言語の学習を

通じて，コミュニケーションについて学ぶ場でもあるのだと再確認した。 
 
 

図４ 授業箱 

図５ 授業箱の中身 
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味の頭文字をとると「おやつ」となる。また，わからない言葉を辞書で調べながら，示し

ている動物を当てるゲームや，しりとりの作成，絵の資料があるページを開けさせ，あな

たならどのヒゲ？などといった活動を行った（図９）。 
 公開授業では連携を意識し，

小学校外国語活動で行ったこと

のある「道案内」の活動を，中

学校でレベルアップした形で行

った。 
 「道案内」の授業では，小中

共通教材として校区の地図を作

成し，活用した。地図の作成に

おいては，写真撮影などで，各

小学校区の先生方に協力してい

た だ い た 。 こ の 地 図 は ，

PowerPoint と PDF のデータにし

て小中学校で共有し，小学校で

も中学校でも使えるようにし

た。 
 授業は，グループごとにＡＬ

Ｔの先生にテーマに沿って校区を道案内する，というものだった。例えば「おいしいもの」

のテーマでは，レストランやスーパー，畑などを案内する。拡大印刷した地図の上にマグ

ネットをつけ，実際にＡＬＴの先生が動かして移動していただいた。 
 小学校の先生方には熱心に授業を

見ていただき，その後の研究協議で

は，円を「教材」「生徒」「指導」

の３つに分けて付箋紙を貼ってもら

い，ＫＪ法で協議を行った。協議の

中では，評価に関すること，文字指

導（ローマ字）に関すること，フォ

ニックスに関することなどが取り上

げられた（図１０）。 
 
 
 
 

図９ 辞書指導のプリント 

図１０ ＫＪ法による研究協議 

 次に，新学習指導要領でさらに低年齢で覚えることになったローマ字の復習として，自

分の名前をローマ字で書かせた。中学校英語で使うヘボン式のローマ字についても紹介し，

ヘボン式で書いてもらった。各校のＩＣＴの取り組みや，家庭のパソコン環境，キーボー

ドでローマ字打ちを使う子とそうでない子で出来が別れた。やはり，日常生活で使ってい

る場合と，そうでない場合とでは学習の定着度は違う。スマートフォンやタブレットが普

及した昨今では，コンピューターに堪能な家庭でも，普段キーボード打ちは行わない，と

いう児童も増えてくるだろう。できれば小学校で，何らかの形でローマ字に慣れさせてお

きたい。 
 次に，前回の外国語

活動で覚えた対話活動

を行った。 
 それから，ローマ字

を基本にした，読みの

活動を行った。その頃

勉強した建物のつづり

を示し，それが何かを

当てさせた。例えば，

“ＲＥ”が読めた子ど

もは，「レストラン！」

と，元気に答えてくれ

た。 
 最後に，なぞり書き

で，英語を書く活動を

行った（図７）。 
 

 
６．公開授業について 

 
 次に，事業の中で行った公開

授業について報告する。 
 公開授業の事前学習として，

小中連携を意識し，音声と文字

の関連に関する体系的な学習が

必要と考え，フォニックスを導

入した（図８）。 
 また，辞書の使い方について

も，単語を調べて意味の頭文字

をとると言葉になるゲームなど

を取り入れて指導した。例えば，

Dutch, gently, cane を調べて，意

図７ 出前授業について 

図８ フォニックス 
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味の頭文字をとると「おやつ」となる。また，わからない言葉を辞書で調べながら，示し

ている動物を当てるゲームや，しりとりの作成，絵の資料があるページを開けさせ，あな

たならどのヒゲ？などといった活動を行った（図９）。 
 公開授業では連携を意識し，

小学校外国語活動で行ったこと

のある「道案内」の活動を，中

学校でレベルアップした形で行

った。 
 「道案内」の授業では，小中

共通教材として校区の地図を作

成し，活用した。地図の作成に

おいては，写真撮影などで，各

小学校区の先生方に協力してい

た だ い た 。 こ の 地 図 は ，

PowerPoint と PDF のデータにし

て小中学校で共有し，小学校で

も中学校でも使えるようにし

た。 
 授業は，グループごとにＡＬ

Ｔの先生にテーマに沿って校区を道案内する，というものだった。例えば「おいしいもの」

のテーマでは，レストランやスーパー，畑などを案内する。拡大印刷した地図の上にマグ

ネットをつけ，実際にＡＬＴの先生が動かして移動していただいた。 
 小学校の先生方には熱心に授業を

見ていただき，その後の研究協議で

は，円を「教材」「生徒」「指導」

の３つに分けて付箋紙を貼ってもら

い，ＫＪ法で協議を行った。協議の

中では，評価に関すること，文字指

導（ローマ字）に関すること，フォ

ニックスに関することなどが取り上

げられた（図１０）。 
 
 
 
 

図９ 辞書指導のプリント 

図１０ ＫＪ法による研究協議 
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「不易と流行」という視点で言えば，昨今の英語教育にはそのような変わっていく「流行」

の要素も多くあるが，小中連携という枠組みや，小学校の先生方の英語に対する熱心な取

り組み，また，小学校の卒業生を受け入れる中学校教員の取り組みなどは「不易」のもの

であると考える。平成２８年度まで継続する予定のこの「英語コミュニケーション能力育

成事業」は，現在は，小中高連携などをテーマに，新しい指定校にて事業が続いている。

今後ますますそれぞれの学校の連携が求められている現在，各校できる限り門扉を開き合

い，オープンな形で連携を進めていきたい。 
 また，西条市では，平成２６・２７年度，小中連携事業に加えて，「学び合い」を中心

とした，市をあげた教育の枠組み作りがなされている。これは英語に限られたものではな

いが，この枠組みを活用して，新任校でも地域の小学校に授業参観に伺うことができた。

このような機会を利用しながら，小中の連携を深めていく不断の努力を行わなければなら

ない。 
 最後に，西条市のＡＬＴは中学校区の小学校や保育園などにも行っているため，このＡ

ＬＴの先生の役割というのも，小中連携では大きいものとなる。できれば，長く同じ校区

のＡＬＴをしていただき，小学校から中学校に入学しても，「あ，あのＡＬＴの先生だ！」

と，子どもたちにとって，小学校と中学校のつながりを感じられる機会になると良いかと

思う。 

７．小中連携カリキュラムについて 
 

今 回 の 事 業 で ， 連 携 カ リ キ ュ ラ ム を 作 成 し ， ホ ー ム ペ ー ジ （ http://ehime-c. 
esnet.ed.jp/gimu/src/02shidou/03shidou/eigo_commu/eigo_commu.htm）上で公開した（図１１）。

このあとすぐに『英語ノート』

は『Hi, friends!』に変更とな

り，今後，採用教科書も変更

される可能性があるが，小学

校のカリキュラムと中学校の

カリキュラムをすりあわせる

という取り組み自体に意味が

あったと感じている。小中の

英語教育を見通すことができ，

小学校での学習内容と中学校

での学習内容が浮き彫りとな

ったので，そのアクティビテ

ィを繰り返し巻き返し行い，

中学校でレベルアップするよ

うな形で行うことができるよ

うになった。 
 また，本事業を通して，先

生のおたすけ言葉や生徒のお

たすけ言葉として，クラスル

ームイングリッシュの統一も

はかった。これにより，児

童・生徒はさらに小中のスム

ーズなステップアップができ

ると考えた（図１２）。 
 

 
 
 
 
 
 

 
８．終わりに 

 
 今回，「英語コミュニケーション能力育成事業」に携わらせていただいたおかげで，出

前授業の機会や，推進委員会による協議の時間が取れ，小中の教員の連携が深まり，また，

小中お互いの学校の連携が深まった。その後，教員の異動や教材の変化などもあったが，

図１１ 連携カリキュラム 

図１２ おたすけことば 
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「不易と流行」という視点で言えば，昨今の英語教育にはそのような変わっていく「流行」

の要素も多くあるが，小中連携という枠組みや，小学校の先生方の英語に対する熱心な取

り組み，また，小学校の卒業生を受け入れる中学校教員の取り組みなどは「不易」のもの

であると考える。平成２８年度まで継続する予定のこの「英語コミュニケーション能力育

成事業」は，現在は，小中高連携などをテーマに，新しい指定校にて事業が続いている。

今後ますますそれぞれの学校の連携が求められている現在，各校できる限り門扉を開き合

い，オープンな形で連携を進めていきたい。 
 また，西条市では，平成２６・２７年度，小中連携事業に加えて，「学び合い」を中心

とした，市をあげた教育の枠組み作りがなされている。これは英語に限られたものではな

いが，この枠組みを活用して，新任校でも地域の小学校に授業参観に伺うことができた。

このような機会を利用しながら，小中の連携を深めていく不断の努力を行わなければなら

ない。 
 最後に，西条市のＡＬＴは中学校区の小学校や保育園などにも行っているため，このＡ

ＬＴの先生の役割というのも，小中連携では大きいものとなる。できれば，長く同じ校区

のＡＬＴをしていただき，小学校から中学校に入学しても，「あ，あのＡＬＴの先生だ！」

と，子どもたちにとって，小学校と中学校のつながりを感じられる機会になると良いかと

思う。 
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